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 要  旨 
 
 近年，e-Learningが盛んに行われるようになってきたのに伴い，個人で
e-Learningを実施するだけでなく，組織的にe-Learningを実施する機関も増えて
きている．しかしながら，組織的な運営面や，個人でのコース設計などの面にお
いて，それぞれにさまざまな課題を抱えることが多い．それらの課題はノウハウ
といった，いわゆる暗黙知であり，共有することが困難である．そこで，そのよ
うな悩みを解決するためのノウハウのような知識を共有することが求められてい
る． 
 ヨーロッパでは学習の知識に関する知識の共有，再利用を目的とするLearning 
Gridという学習基盤の研究が行われている．この研究は，Grid Computing技術と
Webサービスとからなるフレームワークを適用した情報基盤を構築し，それを学習
に用いることを目標としている．一方，日本においては知識の共有，再利用とい
う観点では，LOMの検索システムが実現されている．このシステムは一般的なクラ
イアント・サーバ型のシステムで，分散型のシステムではない． 
本研究では，e-Learningを運営する組織が持つ知識を共有・検索できる技術基
盤の提案及び構築を行った．具体的には，分散ハッシュテーブルの一つである
Chordを用いてP2Pネットワークを構築し，そのネットワーク上をモバイル・エー
ジェントが移動することで知識の共有・検索を行う分散型のシステムを実装した．
また，冒頭で述べた問題を受け，組織が持つ知識を記述する二つのモデルを提
案した．一つは，e-Learningを運営・管理に関する知識を記述するためのマネジ
メント記述モデルである．もう一つは，コースの設計や開発において有用と考え
られる知識を記述するためのコース記述モデルである． 
 さらに，構築した基盤を用いたサービスを提案した．このサービスは，コース
記述モデルに沿って記述された知識を分析することによって，コンセプトマップ
を生成するというものである． 
 本研究で構築した基盤上で，これらの記述モデルに沿って記述された知識を共
有することで，e-Learningがより発展することが期待できる． 
 システムの実装後，これらのモデルに沿って記述したデータを本研究で構築し
た基盤に乗せ，実際に共有・検索を行った． 
 
